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地域観光資源の中国語解説文作成のための事例集

地域観光資源の多言語解説整備支援事業



本事例集は、令和2年度に実施した「地域観光資源の多言語解説整備支援事業」で
作成した英語解説文を元に、中国語圏旅行者の興味関心を追記等した上で、作成し
た24地域の中国語解説文（簡体字・台湾向け繁体字）を掲載したデータベースである。
どのような中国語解説文が中国語圏旅行者にとって魅力的な解説文であるのか、本
事業の全事例を紹介するものである。

■ 本事例集について

■ 使用参考例

・ 中国語解説文を整備するにあたり、どのような事項を盛り込むことが、中国語圏
旅行者にとって分かりやすく、興味関心を惹くのかを把握する。

・ 整備媒体や地域の特徴に合わせて、どのような文体を用いたほうが、中国語圏
旅行者にとって読みやすく分かりやすいかを把握する。

■ 事例集の使い方

地域番号
観光資源所有者や自治体を表す

解説文一覧
本事業で作成した解説文一覧

解説文番号
次ページ以降の解説文を検索
する際に利用できる

想定媒体
各解説文が予定している媒体

・地域別整備対象物一覧
各地域の解説文の冒頭に、本事業で作成した解説文の一覧が表示されている。

文字数
各解説文の中国語簡体字のおおよその文字数

はじめに

解説文
番号 スポット名（タイトル） 中国語

文字数
想定
媒体

009-001 石清水八幡宮と男山 370 看板

009-002 石清水八幡宮と男山 870 WEB

009-003 石清水八幡宮の御祭神と歴史 355 看板

009-004 石清水八幡宮の御祭神と歴史 550 WEB

009-005 本社 310 看板

009-006 本社 735 WEB

009-007 摂社と末社 305 看板

009-008 石清水八幡宮の摂社と末社 470 WEB

009-009 石清水八幡宮の石灯籠 335 WEB

009-010 五輪塔（航海記念塔） 295 看板

009-011 五輪塔（航海記念塔） 480 WEB

009-012 石清水社と石清水井 300 看板

009-013 石清水社と石清水井 330 WEB

009-014 エジソン記念碑 295 看板

009-015 エジソン記念碑 520 WEB

009-016 松花堂庭園と美術館 300 看板

009-017 松花堂庭園と美術館 650 WEB

009-018① 名勝庭園と松花堂昭乗 290 看板

009-018② 名勝庭園と松花堂昭乗 500 WEB

009-019 草庵「松花堂」 275 WEB

009-020 泉坊書院 270 WEB

地域
番号 009 協議会名 八幡市多言語解説整備推進協議会



■ 事例集の使い方

・地域別解説文全文
本事業で作成した中国語解説文（簡体字と台湾繁体字）及び日本語仮訳の全文。

作成した
中国語解説文
（簡体字）

日本語仮訳
中国語解説文に対応する
日本語の仮訳

想定媒体
当該解説文が予定している媒体

作成した
中国語解説文
（台湾繁体字）

はじめに

地域協議会名
観光資源所有者や自治体を表す

解説文番号
各解説文に割り振られた番号

八幡市多言語解説整備推進協議会
【タイトル】 茶室「⽵隠」
【想定媒体】 看板

009-023

-------------------------------------------------------------------------------------------------

＜簡体字＞

茶室“竹隐”
“竹隐”是较近期茶室建筑的范例。它的原型是一座别墅庭院茶室，

据传出自第四代木村清兵卫(1900-1970)之手。木村清兵卫出身于京都地
区专精传统茶室建筑的著名木匠世家，他是该世家最后一位传人。

竹隐只有一间茶室，窗户采光充足，因此室内颇为明亮。陈列艺术
品的壁龛内专设一个空间名为“琵琶床”，用以展示日本琵琶。

这里定期举办适合茶道初学者的茶会，面向游人开放。

-------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞

茶室「竹隱」
「竹隱」是近期茶室建築的範例，其原型據傳出自第四代木村清兵

衛（1900-1970）之手的別墅庭院茶室，木村清兵衛出身京都地區專精傳
統茶室建築的著名木匠世家，他是該世家最後一位傳人。

竹隱只有一間茶室，窗戶採光充足，因此室內通透明亮，陳列藝術
品的壁龕內專門有一個空間名為「琵琶床」，用以展示日本琵琶。

這裡定期有適合茶道初學者的茶會，開放給遊客。

-------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞

茶室「竹隠」
⽵隠は、⽐較的新しい茶室建築の⼀例です。⽵隠は、四代目木村清兵衛

（1900-1970）によって建てられたと言われているある別荘の庭にあった茶室の
レプリカです。木村清兵衛は、伝統的な茶室建築を専門とした有名な京都の⼤
工の家の最後の人でした。

⽵隠には茶室が1つしかありません。窓は光を充分取り入れ、内部をより明るく
し、また美術品を展示するための床の間には、琵琶を飾っていた琵琶床と呼ばれる
専用のスペースがあります。

⽵隠では、観光客も参加できる、初⼼者向けの茶会が定期的に開催されてい
ます。


